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は
じ
め
に

　

高
等
学
校
に
お
け
る
古
典
の
学
習
指
導
は
、
文
法
と
現
代
語
訳
と
に
偏
り

が
ち
で
あ
る
。
古
文
に
ほ
と
ん
ど
接
し
た
こ
と
の
な
い
生
徒
が
、
初
め
て
文

語
文
法
を
習
い
、
古
語
辞
典
で
重
要
語
句
を
調
べ
な
が
ら
、
ま
と
ま
っ
た
文

章
を
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
何
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
さ
え
理
解

出
来
れ
ば
満
足
し
て
し
ま
う
気
持
ち
も
分
か
ら
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、

古
典
の
文
学
作
品
は
、
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
、
人
か
ら
人
へ
と
大
切
に
読

み
継
が
れ
て
来
て
お
り
、
魅
力
的
な
作
品
の
世
界
を
伝
え
よ
う
と
す
る
努
力

が
、
も
っ
と
払
わ
れ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
生
徒
の
興
味
を
引
き
出
す

方
法
と
し
て
、
か
つ
て
「
処
女
塚
」
の
話
型
に
注
目
し
、
通
史
的
に
上
代

か
ら
近
世
ま
で
四
つ
の
作
品
（『
万
葉
集
』・『
大
和
物
語
』・『
源
氏
物
語
』・

『
雨
月
物
語
』）
を
読
み
、
作
品
間
の
時
代
を
超
え
た
繋
が
り
を
感
じ
取
る
こ

と
を
試
み
た注１
が
、
今
回
は
平
安
時
代
（
中
古
）
の
作
品
に
し
ぼ
っ
て
、
当
時

平
安
文
学
に
お
け
る
「
雪
」
の
学
習
指
導

平　

林　

優　

子

の
人
々
が
「
雪
」
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
か
に
つ
い
て
考
え
る
授
業

を
、
提
案
し
て
み
た
い
。
何
ら
か
の
テ
ー
マ
を
意
識
し
て
教
材
を
読
む
こ
と

は
、
古
典
文
学
作
品
へ
の
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
「
雪
」
を
選
ん
だ
理
由
は
、
全
く
降
ら
な
い
地
域
が
あ
る
一
方
で
、
何

メ
ー
ト
ル
も
降
り
積
も
っ
て
冬
場
の
人
々
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

地
域
も
あ
り
、
降
雪
量
・
積
雪
量
の
地
域
差
が
大
き
い
こ
と
に
よ
る
。
当

然
、
住
む
場
所
に
よ
っ
て
、
人
々
の
「
雪
」
に
対
す
る
思
い
は
異
な
り
、
生

徒
た
ち
も
、
各
自
の
体
験
に
基
づ
き
様
々
な
思
い
を
抱
い
て
い
る
に
違
い
な

い
。
平
安
文
学
に
は
、
主
と
し
て
平
安
京
に
住
む
王
朝
貴
族
た
ち
が
と
ら
え

た
、
あ
る
意
味
特
殊
な
イ
メ
ー
ジ
の
「
雪
」
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
わ
け
だ

が
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
で
、
平
安
時
代
の
貴
族
た
ち
と
現
代
に
生
き
る
自
分

た
ち
と
の
感
覚
の
違
い
や
、
平
安
京
（
南
北
一
七
五
三
丈
＝
約
五
・
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
東
西
一
五
〇
八
丈
＝
約
四
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
範
囲
が
限
ら

れ
て
い
る
）
と
現
在
自
分
が
暮
ら
し
て
い
る
土
地
と
の
風
土
の
違
い
な
ど
に
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気
付
き
、
時
代
や
地
域
間
の
比
較
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
複
数
の
文
学
作
品
を
扱
う
た
め
、
教
科
は
「
古
典
」
を
想
定
し
て

い
る
。
学
習
指
導
の
進
め
方
と
し
て
は
、
最
初
に
「
雪
」
に
つ
い
て
の
予
備

的
な
知
識
を
押
さ
え
た
上
で
、
平
安
時
代
の
美
意
識
の
規
範
と
な
る
『
古
今

和
歌
集
』
を
取
り
上
げ
、
平
安
貴
族
の
雪
に
対
す
る
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
知
る
。
そ
し
て
次
に
、『
枕
草
子
』
と
『
源
氏
物
語
』
に
描
か
れ
た
「
雪
」

が
、
こ
の
時
代
に
一
般
的
な
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
作
品
独
自
の
も
の
な

の
か
を
、
他
の
作
品
（『
伊
勢
物
語
』・『
紫
式
部
日
記
』
な
ど
）
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
見
て
行
き
た
い
。

一
、
雪
を
扱
う
「
古
典
」
の
教
材

　

平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
度
使
用
の
「
古
典
」
教
科
書
は
、
十
社

二
十
二
種
類
を
数
え
る
。
そ
の
中
か
ら
、
単
な
る
風
景
の
描
写
や
漢
詩
・
和

歌
の
引
用
（
引
詩
・
引
歌
）
で
は
な
く
、
雪
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
教
材
だ
け
を
挙
げ
て
み
る
。

　
〈
平
成
二
十
一
年
度
の
「
古
典
」
教
科
書
一
覧
〉
注
２

　

①
「
新
編
古
典
」（
東
京
書
籍
）

　

②
「
精
選
古
典
」（
東
京
書
籍
）

　

③
「
古
典　

古
文
編
」（
東
京
書
籍
）

　

④
「
高
等
学
校
古
典　

古
文
編　

改
訂
版
」（
三
省
堂
）

　

⑤
「
新
版　

古
典
」（
教
育
出
版
）

　

⑥
「
古
典　

古
文
編
」（
教
育
出
版
）

　

⑦
「
精
選
古
典　

古
文
」（
教
育
出
版
）

　

⑧
「
古
典
２　

改
訂
版
」（
大
修
館
書
店
）

　

⑨
「
新
編
古
典　

改
訂
版
」（
大
修
館
書
店
）

　

⑩
「
古
典
１　

改
訂
版
」（
大
修
館
書
店
）

　

⑪
「
精
選
古
典　

改
訂
版
」（
大
修
館
書
店
）

　

⑫
「
古
典
古
文
編
」（
数
研
出
版
）

　

⑬
「
新　

精
選
古
典
」（
明
治
書
院
）

　

⑭
「
高
校
生
の
古
典
」（
明
治
書
院
）

　

⑮
「
古
典
」（
右
文
書
院
）

　

⑯
「
新
古
典
」（
右
文
書
院
）

　

⑰
「
精
選
古
典　

古
文
編
」（
筑
摩
書
房
）

　

⑱
「
新
編
古
典
」（
筑
摩
書
房
）

　

⑲
「
古
典
」（
筑
摩
書
房
）

　

⑳
「
高
等
学
校　

改
訂
版　

古
典　

古
文
編
（
第
一
学
習
社
）

　

㉑
「
高
等
学
校　

改
訂
版　

標
準
古
典
」（
第
一
学
習
社
）

　

㉒
「
高
等
学
校　

古
典
（
古
文
編
）　

改
訂
版
」（
桐
原
書
店
）
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〈
雪
の
教
材注

３〉

枕
草
子

　
　

�「
春
は
あ
け
ぼ
の
」（
一
段
）
④
、
⑥
、
⑫
、
⑬
、
⑭
、
⑯
、
⑰
、
⑱
、

⑲
、
⑳
、
㉑
、
㉒

　
　

�「
二
月
つ
ご
も
り
ご
ろ
に
、
風
い
た
う
吹
き
て
」（
一
〇
二
段
）
③
、

④
、
⑤
、
⑥
、
⑩
、
⑪
、
⑫
、
⑬
、
⑳
、
㉒

　
　
「
村
上
の
先
帝
の
御
時
に
」（
一
七
五
段
）
⑳

　
　

�「
宮
に
は
じ
め
て
ま
ゐ
り
た
る
こ
ろ
」（
一
七
七
段
）
③
、
⑤
、
⑦
、

⑫
、　

⑳

　
　
「
降
る
も
の
は
」（
二
三
三
段
）
⑰
、
⑱
、
⑲

　
　

�「
雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を
、
例
な
ら
ず
御
格
子
ま
ゐ
り
て
」

（
二
八
〇
段
）
①
、
③
、
④
、
⑨
、
⑮
、
⑯
、
⑰
、
⑱
、
⑲
、
⑳
、
㉒

源
氏
物
語

　
　

�「
雪
の
日
、
明
石
の
君
、
乳
母
と
和
歌
を
唱
和
す
る
」「
明
石
の
姫
君
を

二
条
院
に
迎
え
る
袴
着
の
こ
と
」（
薄
雲
巻
）
⑤
、
⑦
、
⑧
、
⑰
、
⑱
、

⑲
、
㉑

　
　
「
匂
宮
再
び
浮
舟
に
忍
び
、
対
岸
の
家
に
こ
も
る
」（
浮
舟
巻
）
⑫
、
㉒

紫
式
部
日
記

　
　
「
里
居
の
物
憂
い
心
」
⑤
、
⑦

伊
勢
物
語

　
　

�「
小
野
」（
第
八
三
段
）
⑤
、
⑦
、
⑭
、
⑮
、
⑰
、
⑱
、
⑲
、
⑳

更
級
日
記

　
　
「
家
庭
に
安
住
、
物
詣
で
、
ま
ず
石
山
に
籠
る
」
②
、
③

万
葉
集

　
　

�

筑
波
嶺
に　

雪
か
も
降
ら
る　

い
な
を
か
も　

か
な
し
き
児こ

ろ
が　

布に
の

乾ほ

さ
る
か
も
（
東
歌
・
巻
十
四
・
三
三
五
一
）
⑰
、
⑲

古
今
和
歌
集

　
　

�

霞
た
ち
木
の
芽
も
は
る
の
雪
降
れ
ば
花
な
き
里
も
花
ぞ
散
り
け
る
（
紀

貫
之
・
春
上
・
九
）
②
、
③
、
④

　
　

�

冬
な
が
ら
空
よ
り
花
の
散
り
く
る
は
雲
の
あ
な
た
は
春
に
や
あ
る
ら
む

（
清
原
深
養
父
・
冬
・
三
三
〇
）
⑳
、
㉑

　
　

�

あ
さ
ぼ
ら
け
有
明
け
の
月
と
見
る
ま
で
に
吉
野
の
里
に
降
れ
る
白
雪

（
坂
上
是
則
・
冬
・
三
三
二
）
⑰
、
⑲

　
　

�

春
日
野
の
雪
間
を
わ
け
て
お
ひ
い
で
く
る
草
の
は
つ
か
に
見
え
し
君
は

も
（
壬
生
忠
岑
・
恋
・
四
七
八
）
⑭
、
⑱
、
㉒

新
古
今
和
歌
集

　
　

�

山
深
み
春
と
も
知
ら
ぬ
松ま
つ

の
戸と

に
た
え
だ
え
か
か
る
雪
の
玉た
ま
み
ず水
（
式
子

内
親
王
・
春
上
・
三
）
②
、
③

　
　

�

ふ
れ
ば
か
く
憂う

さ
の
み
ま
さ
る
世
を
知
ら
で
荒
れ
た
る
庭
に
積
る
初
雪

（
紫
式
部
・
冬
・
六
六
一
）
⑭
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�
駒こ
ま

と
め
て
袖そ
で

う
ち
は
ら
ふ
陰か
げ

も
な
し
佐さ

野の

の
わ
た
り
の
雪
の
夕ゆ
ふ

暮ぐ
れ

（
藤

原
定
家
・
冬
・
六
七
一
）
⑤
、
⑬

玉
葉
和
歌
集

　
　

�

さ
ゆ
る
日
の
し
ぐ
れ
の
後
の
夕
山
に
う
す
雪
ふ
り
て
雲
ぞ
晴
行
く
（
京

極
為
兼
・
冬
・
九
四
四
）
⑫

新
葉
和
歌
集

　
　

�

都
に
も
時
雨
や
す
ら
ん
こ
し
ぢ
に
は
雪
こ
そ
冬
の
は
じ
め
な
り
け
れ

（
宗
良
親
王
・
冬
・
四
一
〇
）
⑭

徒
然
草

　
　
「
第
三
一
段
」
⑮

　
　
「
第
一
三
七
段
」
⑥
、
⑩
、
⑪
、
⑫
、
⑮
、
⑱

近
世
俳
句

　
　

応お
う
お
う々

と
い
へ
ど
敲た

た

く
や
雪
の
門か

ど

（
向
井
去
来
）
④
、
⑫

　
　

�

雪
と
け
て
村
一
ぱ
い
の
子
ど
も
哉か

な

（
小
林
一
茶
）
⑥
、
⑬
、
⑭
、
㉒

　
　

心
か
ら
し
な
の
ゝ
雪
に
降
ら
れ
け
り
（
小
林
一
茶
）
⑤
、
⑬

　
　

�

是こ
れ

が
ま
あ
つ
ひ
の
栖す

み
か

か
雪
五
尺
（
小
林
一
茶
）
⑥
、
⑩
、
⑪
、
⑬
、

⑰
、
⑱
、
⑲
、
㉒

　
　

下し
も

京き
や
うや
雪
つ
む
上
の
夜
の
雨
（
野
沢
凡
兆
）
⑫
、
⑰
、
⑳

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
教
材
選
択
は
、
雪
が
描
か
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に

注
意
し
て
行
わ
れ
て
は
い
な
い
。
だ
が
、
結
果
的
に
せ
よ
、
雪
の
教
材
は
そ

れ
な
り
の
数
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
の
数
が
揃
え
ば
、
既
存
の
「
古

典
」
教
科
書
を
使
用
し
て
、
雪
を
テ
ー
マ
と
し
た
学
習
指
導
が
可
能
だ
ろ

う
。

　

時
代
別
で
は
、
平
安
時
代
の
作
品
が
と
り
わ
け
多
い
。
そ
れ
は
、
こ
の

時
代
の
文
学
作
品
の
採
録
数
が
多
い
こ
と
も
一
因
だ
が
、
平
安
の
人
々
に

と
っ
て
、「
雪
」
が
特
別
な
存
在
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
平
安
文
学
と
雪
は
、

切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
。
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、
通
史
的
に

と
ら
え
よ
う
と
す
る
よ
り
も
、
平
安
文
学
を
集
中
的
に
扱
っ
た
方
が
効
果
的

な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
代
の
教
材
は
、
続
け
て
扱
う
の
が
比
較
的
容
易

な
た
め
、
ま
と
め
て
授
業
を
行
い
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

　

他
に
は
、
多
く
の
教
科
書
が
取
り
上
げ
る
、
小
林
一
茶
の
句
に
注
目
し
て

お
き
た
い
。
一
茶
は
、
年
の
半
分
が
雪
に
埋
も
れ
る
豪
雪
地
帯
柏か

し
わ

原ば
ら

（
長

野
県
上か

み

水み
の
ち内

郡
信
濃
町
）
の
住
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
土
地
に
住
め

ば
、
人
々
の
生
活
は
、
雪
か
ら
影
響
を
受
け
ず
に
は
す
ま
さ
れ
な
い
。「
是

が
ま
あ
つ
ひ
の
栖
か
雪
五
尺
」
の
「
五
尺
」
と
は
、
約
一
五
〇
㎝
。
深
い
積

雪
に
よ
っ
て
、
人
々
は
否
応
な
く
家
の
中
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
、
雪
を
優
雅
に

眺
め
る
余
裕
な
ど
あ
る
は
ず
も
な
い
。
一
方
、「
雪
と
け
て
村
一
ぱ
い
の
子

ど
も
哉
」
か
ら
は
、
よ
う
や
く
雪
解
け
を
迎
え
、
外
で
動
き
回
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
喜
び
が
伝
わ
っ
て
来
る
。
つ
ま
り
、
雪
の
降
り
方
次
第
で
、
人
々
の
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雪
に
対
す
る
好
悪
の
感
覚
や
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
大
き
な
違
い
が
生
じ
る
わ
け

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
一
茶
は
、
採
録
さ
れ
た
句
以
外
に
も
、「
は
つ
雪
や

と
い
へ
ば
直す

ぐ

に
三
四
尺
」・「
雪
ち
る
や
お
ど
け
も
言
へ
ぬ
信し

な
の濃

空ぞ
ら

」・「
袵

お
く
び
な
り形

に
吹ふ

き
こ
む込

雪
や
枕ま

く
ら
も
と元」

な
ど
、
柏
原
の
雪
に
つ
い
て
よ
ん
で
い
る
。
生
徒
の
注

意
を
、
自
分
の
住
む
地
域
と
柏
原
と
の
相
違
、
そ
し
て
雪
国
の
厳
し
さ
に
向

け
る
た
め
、
最
初
に
紹
介
し
て
み
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。
も
し
降
雪
量
の
少

な
い
地
域
な
ら
、「
雪
が
一
五
〇
㎝
も
積
も
っ
た
ら
ど
う
思
う
か
」、
反
対
に

豪
雪
地
帯
で
あ
れ
ば
、「
雪
が
ほ
と
ん
ど
降
ら
な
い
地
域
の
人
々
は
雪
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
い
る
と
思
う
か
」
と
い
っ
た
質
問
を
投
げ

か
け
、
ま
ず
は
、
地
域
に
よ
っ
て
人
々
の
雪
に
対
す
る
思
い
に
は
違
い
が
あ

る
の
だ
と
、
自
身
の
体
験
を
も
と
に
気
づ
か
せ
た
い
。
そ
の
上
で
、
京
都
と

い
う
一
地
点
へ
、
関
心
を
向
け
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

二
、
現
代
の
雪
と
平
安
時
代
の
雪

　

近
年
の
京
都
の
積
雪
は
、
温
暖
化
の
影
響
も
あ
り
、
平
安
時
代
と
比
べ
る

と
随
分
少
な
い
と
言
わ
れ
る注４
。
実
態
を
知
る
た
め
、
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
過
去
の
気
象
デ
ー
タ
検
索
」注５
を
用
い
て
、
最
近
十
一
年
間
の
年
最
多
の

「
降
雪
」
と
「
最
深
積
雪
」、
お
よ
び
そ
れ
を
記
録
し
た
月
日
、（　

）
内
に

わ
ず
か
で
も
降
雪
が
確
認
さ
れ
た
日
数
の
合
計
と
降
雪
の
深
さ
の
年
合
計
値

を
あ
げ
て
お
く
。「
降
雪
」
よ
り
「
最
深
積
雪
」
が
多
い
日
は
、
前
日
ま
で

の
積
雪
が
消
え
ず
に
残
っ
て
い
た
場
合
で
あ
る
。

　

一
九
九
九
年　

�

二
月
四
日
「
降
雪
」
六
㎝
・「
最
深
積
雪
」
七
㎝
（「
降
雪

が
確
認
さ
れ
た
日
数
」
二
八
日
・「
降
雪
の
深
さ
の
年
合

計
値
」
九
㎝
）

　

二
〇
〇
〇
年　

二
月
九
日
・
六
㎝
・
七
㎝
（
三
八
日
・
一
五
㎝
）

　

二
〇
〇
一
年　

三
月
九
日
・
七
㎝
・
一
一
㎝
（
三
〇
日
・
一
二
㎝
）

　

二
〇
〇
二
年　

�「
降
雪
」「
最
深
積
雪
」
と
も
、
〇
㎝
の
記
録
の
み
（
二
六

回
・
〇
㎝
）

　

二
〇
〇
三
年　

十
二
月
一
九
日
・
六
㎝
・
五
㎝
（
三
四
回
・
八
㎝
）

　

二
〇
〇
四
年　

十
二
月
三
十
一
日
・
〇
㎝
・
一
㎝
（
二
七
回
・
〇
㎝
）

　

二
〇
〇
五
年　

�

二
月
二
日
・
一
〇
㎝
・
一
一
㎝
／
十
二
月
二
十
二
日
・

一
〇
㎝
・
一
〇
㎝
（
三
六
回
・
二
一
㎝
）

　

二
〇
〇
六
年　

一
月
二
十
三
日
・
三
㎝
・
二
㎝
（
九
回
・
六
㎝
）

　

二
〇
〇
七
年　

�「
降
雪
」
記
録
な
し
、「
最
深
積
雪
」
〇
㎝
の
記
録
の
み

（
二
回
・
〇
㎝
）

　

二
〇
〇
八
年　

二
月
十
三
日　

四
㎝
・
四
㎝
（
一
三
回
・
一
三
㎝
）

　

二
〇
〇
九
年　

一
月
十
二
日　

二
㎝
・
二
㎝
（
一
回
・
二
㎝
）

　

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
総
合
す
る
と
、
以
下
の
点
が
明
ら
か
に
な
る
。
京
都
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で
は
、
ご
く
ま
れ
に
十
一
月
・
四
月
に
降
雪
が
記
録
さ
れ
る
も
の
の
、
概
ね

十
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
雪
が
降
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
や

二
〇
〇
四
年
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
六
回
と
二
七
回
の
降
雪
が
確
認
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
日
の
降
雪
が
一
㎝
に
満
た
ず
、
〇
㎝
の
記
録
ば
か
り
で
あ

る
。
十
一
年
間
で
最
も
雪
が
積
も
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
一
年
三
月
九
日
の

一
一
㎝
。
こ
れ
で
は
、
雪
だ
る
ま
を
作
る
の
が
や
っ
と
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ

だ
ろ
う
。
せ
っ
か
く
雪
が
降
っ
て
も
、
翌
日
に
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
消
え
て

し
ま
い
、
少
し
ず
つ
積
も
り
積
も
っ
て
行
く
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
、
降
雪

回
数
は
多
く
、
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
は
、
年
三
〇
回
前
後
を

コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
記
録
し
て
い
る
（
余
談
な
が
ら
、
二
〇
〇
六
年
以
降
の
急

激
な
減
少
が
気
に
な
る
）。
つ
ま
り
、
京
都
の
降
雪
の
多
く
は
、
さ
っ
と
雪

が
舞
い
散
る
だ
け
で
、
一
㎝
も
積
も
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
京
都
の
雪
の
降
り
方
に
は
、
①
「
西
高
東
低
の
冬
型
の
気
圧
配
置

の
と
き
の
雪
」
と
、
②
「
南
岸
を
低
気
圧
が
通
っ
た
と
き
の
雪
」
の
二
つ
の

パ
タ
ー
ン
が
存
在
す
る
。
①
は
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
寒
気
が
積
乱
雲
と
な
っ

て
、
丹
波
の
山
々
、
そ
し
て
北
山
を
越
え
、
京
都
盆
地
に
雪
を
降
ら
せ
る
。

い
わ
ば
名
物
「
北
山
し
ぐ
れ
」
の
雪
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
②

は
、
春
先
や
暖
冬
な
ど
で
西
高
東
低
の
冬
型
の
気
圧
配
置
が
ゆ
る
ん
だ
時
、

太
平
洋
岸
の
低
気
圧
が
雪
を
降
ら
せ
て
い
る
。
①
と
②
で
は
、
雪
の
降
る
時

季
や
地
域
、
雪
を
降
ら
せ
る
雲
が
北
か
ら
や
っ
て
来
る
の
か
南
か
ら
や
っ
て

来
る
の
か
な
ど
、
様
々
な
点
に
お
い
て
違
い
が
見
ら
れ
る
。
降
雪
地
域
も
、

①
は
比
叡
山
な
ど
の
北
部
中
心
で
、
市
内
は
雪
が
舞
い
散
る
か
せ
い
ぜ
い
数

㎝
程
度
。
②
は
、
降
っ
て
も
宇
治
地
方
く
ら
い
ま
で
の
こ
と
が
多
い注
６。
京
都

市
内
の
積
雪
が
少
な
い
の
は
、
気
象
学
的
に
も
、
し
っ
か
り
と
証
明
さ
れ
て

い
る
と
言
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
平
安
貴
族
た
ち
が
暮
ら
し
た
平
安
京
で
は
、
ど
の
よ
う
な

雪
が
降
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
は
た
し
て
、
現
代
と
は
異
な
っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
天
気
の
記
事
が
頻
出
す
る注
７藤
原
道
長
の
日
記
『
御
堂
関
白

記
』注８
に
は
、
雪
に
関
す
る
記
述
が
散
見
し
、
年
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
見
ら

れ
る
も
の
の
、
現
代
と
比
べ
る
と
積
雪
の
多
さ
が
目
立
つ
。
日
記
が
現
存
す

る
約
十
六
年
間注９の
う
ち
で
最
も
積
も
っ
た
の
は
、
長
保
二
（
一
〇
〇
〇
）
年

正
月
十
日
の
一
尺
二
三
寸
許
（
約
三
六
㎝
～
三
九
㎝
）。
他
に
も
、「
不
及

寸
」
一
回
、「
一
寸
許
」
四
回
、「
二
寸
許
」
一
回
、「
三
寸
許
」
五
回
、「
五

寸
許
」
三
回
、「
五
六
寸
許
」
一
回
、「
六
寸
許
」
一
回
、「
七
八
寸
許
」
一

回
の
計
十
八
日
分
の
積
雪
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
一
寸
（
約
三
㎝
）
以
上
が

記
載
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
こ
の
あ
た
り
が
特
筆
す
べ
き
積
雪
の
基
準

と
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
一
方
、
積
雪
の
記
録
を
伴
わ
な
い
降
雪
の
場
合

は
、「
小
雪
下
」・「
雪
下
」・「
雪
降
」
な
ど
と
記
さ
れ
る
。
こ
ち
ら
の
方
が
、

四
十
一
日
（
平
安
京
以
外
に
降
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
除
く
）
と
圧

倒
的
に
多
く
、
平
安
時
代
も
現
代
と
同
様
、
ち
ら
ち
ら
と
舞
い
散
る
だ
け
、
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も
し
く
は
う
っ
す
ら
と
積
も
る
だ
け
の
雪
の
方
が
主
流
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

　

少
し
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
予
備
知
識
と
し

て
初
め
に
押
さ
え
る
。
細
か
く
説
明
す
る
時
間
が
確
保
出
来
な
い
よ
う
な

ら
、
教
師
が
簡
単
に
ま
と
め
た
後
、
本
題
の
『
古
今
和
歌
集
』
に
入
る
と
よ

い
だ
ろ
う
。

三
、
古
今
和
歌
集

　
『
古
今
和
歌
集
』
で
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
季
節
ご
と
の
歌
数
が
著
し
く

異
な
っ
て
い
る
。
春
歌
（
一
三
四
首
）
と
秋
歌
（
一
四
五
首
）
が
多
く
、
夏

歌
（
三
四
首
）
と
冬
歌
（
二
九
首
）
は
、
歌
数
が
極
端
に
少
な
い
だ
け
で
な

く
、
歌
の
発
想
も
限
ら
れ
る
。
平
安
貴
族
は
特
別
に
春
と
秋
と
を
好
み
、
平

安
京
の
風
土
が
そ
の
よ
う
な
感
性
を
育
ん
だ
。
盆
地
に
位
置
す
る
平
安
京

は
、
夏
は
む
し
暑
く
、
冬
は
底
冷
え
が
す
る
。
冷
暖
房
な
ど
な
か
っ
た
時

代
、
さ
ぞ
か
し
過
ご
し
づ
ら
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
季
節
に

も
（
そ
の
よ
う
な
季
節
だ
か
ら
こ
そ
）、
人
々
は
美
や
楽
し
み
を
見
出
し
た
。

実
に
、『
古
今
和
歌
集
』
の
冬
歌
二
九
首
の
う
ち
二
三
首
（
約
七
九
％
）
が
、

「
雪
」
に
つ
い
て
詠
ん
で
い
る注注注。
雪
は
、
平
安
貴
族
た
ち
が
待
ち
望
ん
だ
、

冬
の
代
表
的
景
物
な
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
古
典
」
教
科
書
採
録
の
『
古
今
和
歌
集
』
雪
の
歌
は
、
全
部
で

四
首
。
教
科
「
古
典
」
は
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
を
幅
広
く
取
り
上
げ
る
た

め
、
一
つ
の
作
品
か
ら
選
ぶ
量
が
ど
う
し
て
も
少
な
く
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
必
要
に
応
じ
て
、
プ
リ
ン
ト
な
ど
で
補
足
す
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。『
高

校
生
の
古
典
』（
教
科
書
⑭
）
が
、「
雪
」「
月
」「
花
」「
恋
」「
旅
」
と
い
う

テ
ー
マ
ご
と
に
和
歌
を
ま
と
め
て
お
り
、
採
録
方
法
に
工
夫
が
見
ら
れ
た
。

そ
も
そ
も
和
歌
集
の
部
立
と
は
、
テ
ー
マ
ご
と
に
和
歌
を
分
類
し
た
も
の
で

あ
り
、
各
教
科
書
は
、
名
歌
を
た
だ
載
せ
る
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
テ
ー
マ

を
意
識
し
た
並
べ
方
を
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
『
古
今
和
歌
集
』
に
つ
い
て
は
、
こ
の
四
首
を
使
用
し
、
最
初
に
、
雪
の

歌
が
「
冬
」
ば
か
り
で
は
な
い
事
実
に
注
意
さ
せ
た
い
。
九
番
歌
は
「
春
」、

四
七
八
番
歌
は
「
恋
」
の
歌
で
あ
る
。
雪
と
い
う
と
「
冬
」
の
イ
メ
ー
ジ
ば

か
り
が
強
い
が
、
初
春
に
も
降
る
し
、
恋
に
は
景
物
と
し
て
色
を
添
え
る
の

で
あ
る
。
ま
た
、
九
番
歌
と
三
三
〇
番
歌
は
、
降
雪
を
視
覚
的
印
象
の
似
通

う
花
の
散
る
様
子
に
見
立
て
て
い
る
。
平
安
貴
族
た
ち
は
、
降
る
雪
を
見
れ

ば
散
る
花
を
、
散
る
花
を
見
れ
ば
降
る
雪
を
思
い
出
し
て
い
た
。
反
対
に
、

落
花
を
降
雪
に
見
立
て
る
歌
は
、『
万
葉
集
』
八
二
二
番
歌
注注
注
（
教
科
書
③
採

録
）
や
『
新
古
今
和
歌
集
』
一
一
四
番
歌
注注
注
（
教
科
書
⑫
・
⑮
・
⑰
・
⑲
採

録
）
に
見
出
せ
る
。
生
徒
の
反
応
次
第
で
は
、
雪
が
、
月
・
波
・
雲
に
も
見

立
て
ら
れ
る
こ
と
、
雪
と
花
の
見
立
て
の
発
想
が
奈
良
時
代
よ
り
延
々
と
生

き
続
け
て
来
た
こ
と注注注な
ど
に
、
触
れ
て
み
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。
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本
来
、
平
安
京
に
住
む
人
々
に
と
っ
て
、
冬
は
忌
む
べ
き
季
節
で
あ
り
、

春
の
到
来
こ
そ
が
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
冬
の
象
徴
と
し
て

の
「
雪
」
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
寂
し
く
暗
い
イ
メ
ー
ジ
し
か
持
ち
得
な
い
。

し
か
し
、「
花
」
に
見
立
て
ら
れ
た
り
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
景
物
と
し
て

歌
に
詠
ま
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
美
し
く
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
獲
得
が
可
能

と
な
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
、
多
く
は
な
い
降
雪
回
数
と
せ
い
ぜ
い
数
十
㎝
止

ま
り
の
積
雪
と
い
う
、
平
安
京
の
気
象
事
情
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
雪
が
相
反
す
る
暗
さ
と
明
る
さ
両

方
の
イ
メ
ー
ジ
を
併
せ
持
つ
点
、
和
歌
に
よ
っ
て
花
な
ど
に
見
立
て
ら
れ
風

流
な
イ
メ
ー
ジ
を
獲
得
し
た
点
を
、
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
つ
ま
り
、
平
安

文
学
に
描
き
出
さ
れ
る
雪
に
は
、
平
安
京
に
降
る
現
実
の
雪
と
、『
古
今
和

歌
集
』
に
代
表
さ
れ
る
和
歌
的
イ
メ
ー
ジ
の
雪
と
が
、
混
じ
り
合
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

四
、
枕
草
子

　
『
枕
草
子
』
は
、
雪
の
教
材
の
宝
庫
で
あ
る注注注。
な
か
で
も
、「
春
は
あ
け
ぼ

の
」
や
「
雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を
、
例
な
ら
ず
御
格
子
ま
ゐ
り
て
」
は
、

定
番
教
材
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ま
ず
、
教
材
の
採
録
箇
所
の
う
ち
、
平
安
貴

族
た
ち
や
作
者
清
少
納
言
の
雪
へ
の
思
い
が
窺
え
る
箇
所
を
見
て
み
よ
う
。

・「
春
は
あ
け
ぼ
の
」

　
　

冬
は
つ
と
め
て
。
雪
の
降
り
た
る
は
言
ふ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。

�

（
一
段
・
二
五
頁
一
二
行
）

・「
二
月
つ
ご
も
り
ご
ろ
に
、
風
い
た
う
吹
き
て
」

二
月
つ
ご
も
り
ご
ろ
に
、
風
い
た
う
吹
き
て
、
空
い
み
じ
う
黒
き
に
、

Ａ
雪
す
こ
し
う
ち
散
り
た
る
ほ
ど
、
黒く
ろ

戸ど

に
主と
の
も
づ
か
さ

殿
司
来
て
、「
か
う
て

候
ふ
」
と
言
へ
ば
、
寄
り
た
る
に
、「
こ
れ
、
公
任
の
宰
相
殿
の
」
と

て
あ
る
を
見
れ
ば
、
懐

ふ
と
こ
ろ

紙が
み

に
、

　
　

す
こ
し
春
あ
る
心
地
こ
そ
す
れ

と
あ
る
は
、
げ
に
今
日
の
け
し
き
に
、
い
と
よ
う
あ
ひ
た
る
、
こ
れ
が

本
は
い
か
で
か
つ
く
べ
か
ら
む
と
思
ひ
わ
づ
ら
ひ
ぬ
。（
中
略
）
主
殿

司
は
、「
と
く
と
く
」
と
言
ふ
。
げ
に
お
そ
う
さ
へ
あ
ら
む
は
、
い
と

取
り
所
な
け
れ
ば
、「
さ
は
れ
」
と
て
、

　
　

空
寒
み
花
に
ま
が
へ
て
散
る
雪
に

と
、
わ
な
な
く
わ
な
な
く
書
き
て
取
ら
せ
て
、
い
か
に
思
ふ
ら
む
と
、

わ
び
し
。�

（
一
〇
二
段
・
二
〇
九
頁
一
行
～
二
一
〇
頁
四
行
）

・「
村
上
の
先
帝
の
御
時
に
」

村む
ら
か
み上
の
先せ
ん
だ
い帝
の
御
時
に
、
Ｂ
雪
の
い
み
じ
う
降
り
た
り
け
る
を
、
様や
う

器き

に
盛
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
梅
の
花
を
さ
し
て
、
月
の
い
と
明
か
き
に
、

「
こ
れ
に
歌
よ
め
。
い
か
が
言
ふ
べ
き
」
と
、
兵ひ
や
う
ゑ衛
の
蔵く
ら
う
ど人
に
給
は
せ
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た
り
け
れ
ば
、「
雪
月
花
の
時
」
と
奏
し
た
り
け
る
を
こ
そ
、
い
み
じ

う
め
で
さ
せ
た
ま
ひ
け
れ
。「
歌
な
ど
よ
む
は
世
の
常
な
り
。
か
く
を

り
に
あ
ひ
た
る
事
な
む
言
ひ
が
た
き
」
と
ぞ
仰
せ
ら
れ
け
る
。

�
（
一
七
五
段
・
三
〇
四
頁
一
二
行
～
三
〇
五
頁
四
行
）

・「
宮
に
は
じ
め
て
ま
ゐ
り
た
る
こ
ろ
」

ゐ
ざ
り
か
く
る
る
や
お
そ
き
と
、
上
げ
散
ら
し
た
る
に
、
雪
降
り
に
け

り
。
登と

う

華く
わ

殿で
ん

の
御
前
は
立た

て

蔀じ
と
み

近
く
て
せ
ば
し
。
雪
、
い
と
を
か
し
。

（
中
略
）
大
納
言
殿
の
ま
ゐ
り
た
ま
へ
る
な
り
け
り
。
御
直
衣
、
指
貫

の
紫
の
色
、
雪
に
映
え
て
い
み
じ
う
を
か
し
。
柱
も
と
に
ゐ
た
ま
ひ

て
、「
昨
日
今
日
、
物
忌
に
侍
り
つ
れ
ど
、
Ｃ
雪
の
い
た
く
降
り
は
べ

り
つ
れ
ば
、
お
ぼ
つ
か
な
さ
に
な
む
」
と
申
し
た
ま
ふ
。「『
道
も
な

し
』
と
思
ひ
つ
る
に
い
か
で
」
と
ぞ
御
い
ら
へ
あ
る
。
う
ち
笑
ひ
た
ま

ひ
て
、「『
あ
は
れ
と
』
も
や
御
覧
ず
る
と
て
」
な
ど
の
た
ま
ふ
御
あ
り

さ
ま
ど
も
、
こ
れ
よ
り
何
事
か
は
ま
さ
ら
む
。
物
語
に
い
み
じ
う
口
に

ま
か
せ
て
言
ひ
た
る
に
、
た
が
は
ざ
め
り
と
お
ぼ
ゆ
。

�

（
一
七
七
段
・
三
〇
七
頁
一
五
行
～
三
〇
九
頁
一
五
行
）

・「
降
る
も
の
は
」

　
　

�

降
る
も
の
は　

雪
。
霰あ
ら
れ。
霙み
ぞ
れは
、
に
く
け
れ
ど
、
白
き
雪
の
ま
じ
り
て

降
る
を
か
し
。�

（
二
三
三
段
・
三
七
〇
頁
一
行
～
三
行
）

・「
雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を
、
例
な
ら
ず
御
格
子
ま
ゐ
り
て
」

Ｄ
雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を
、
例
な
ら
ず
御
格
子
ま
ゐ
り
て
、
炭す

櫃び
つ

に
火
お
こ
し
て
、
物
語
な
ど
し
て
あ
つ
ま
り
さ
ぶ
ら
ふ
に
、「
少
納
言

よ
。
香か

う

炉ろ

峰ほ
う

の
雪
い
か
な
ら
む
」
と
仰
せ
ら
る
れ
ば
、
御
格
子
上
げ
さ

せ
て
、
御
簾
を
高
く
上
げ
た
れ
ば
、
笑
は
せ
た
ま
ふ
。
人
々
も
「
さ
る

事
は
知
り
、
歌
な
ど
に
さ
へ
う
た
へ
ど
、
思
ひ
こ
そ
よ
ら
ざ
り
つ
れ
。

な
ほ
こ
の
宮
の
人
に
は
さ
べ
き
な
め
り
」
と
言
ふ
。

�

（
二
八
〇
段
・
四
三
三
頁
六
行
～
四
三
四
頁
一
行
）

　
「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
と
「
降
る
も
の
は
」
で
は
、「
冬
」
そ
し
て
「
降
る
も

の
」
の
代
表
と
し
て
、
真
っ
先
に
雪
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、『
古

今
和
歌
集
』
の
冬
歌
の
う
ち
約
七
九
％
が
雪
の
歌
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い

た
の
と
意
識
を
共
有
し
て
お
り注注注、
平
安
貴
族
の
一
員
で
も
あ
る
清
少
納
言
に

と
っ
て
、
雪
が
特
別
に
好
ま
し
い
景
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。「
降
る

も
の
」
は
、
引
用
部
分
に
ひ
き
続
き
、「
雪
は
檜ひ

皮は
だ

葺ぶ
き

、
い
と
め
で
た
し
。

す
こ
し
消
え
が
た
に
な
り
た
る
ほ
ど
。
ま
た
、
い
と
お
ほ
う
も
降
ら
ぬ
が
、

瓦
の
目
ご
と
に
入
り
て
、
黒
う
ま
ろ
に
見
え
た
る
、
い
と
を
か
し
。
時
雨
、

霰
は
板
屋
。
霜
も
板
屋
、
庭
」（
二
三
三
段
・
三
七
〇
頁
四
行
〜
七
行
）
と
、

積
も
る
雪
と
積
も
ら
な
い
雪
と
を
、
は
っ
き
り
と
区
別
す
る
。
先
に
、『
御

堂
関
白
記
』
が
積
雪
量
を
記
す
時
と
記
さ
な
い
時
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
触

れ
た
が
、
積
も
る
雪
と
積
も
ら
な
い
雪
と
で
は
大
違
い
。
少
し
で
も
積
雪
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が
あ
れ
ば
、
ぬ
か
る
ん
だ
道
で
牛
車
の
往
来
は
困
難
を
極
め
る
が
、
舞
い
散

る
だ
け
な
ら
、
風
流
な
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
よ
く
、
現
実
の
生

活
に
及
ぼ
す
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
雪
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

に
違
い
が
見
ら
れ
る
の
は
当
然
な
の
だ
が
、
清
少
納
言
は
、
そ
の
よ
う
な
現

実
を
無
視
す
る
か
の
よ
う
に
、
美
的
イ
メ
ー
ジ
の
み
に
目
を
向
け
る
。
二
種

類
の
雪
に
霰
を
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
最
も
美
し
く
積
も
る
場
所
を
提
示
す
る

こ
と
で
、
違
い
を
描
き
分
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
積
も
り
方
の
違
い
く

ら
い
ま
で
は
簡
単
に
気
づ
い
た
と
し
て
も
、
場
所
と
の
相
性
ま
で
は
、
な
か

な
か
考
え
が
及
ば
な
い
。
清
少
納
言
の
視
覚
・
聴
覚
を
駆
使
す
る
繊
細
な
感

性
、
雪
に
対
す
る
特
別
な
思
い
入
れ
の
面
目
躍
如
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う

か
。

　

ま
た
、
日
記
的
章
段
の
雪
の
教
材
に
は
、
四
つ
の
場
面
す
べ
て
に
お
い

て
、
漢
詩
や
和
歌
を
ふ
ま
え
た
風
流
な
や
り
と
り
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
雪

が
降
っ
た
絶
好
の
機
会
を
逃
さ
ず
臨
機
応
変
に
ふ
る
ま
う
こ
と
が
、
宮
廷
女

房
た
ち
に
は
求
め
ら
れ
て
い
た
。「
村
上
の
先
帝
の
御
時
に
」
以
外
は
、
定

子
中
宮
サ
ロ
ン
の
話
で
あ
り
、
真
名
（
漢
字
）
を
よ
く
書
い
た
母
高
階
貴
子

の
影
響
で
、
漢
詩
文
に
も
造
型
が
深
い
中
宮
を
中
心
と
し
た
、
華
や
か
で
知

的
な
サ
ロ
ン
の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
来
る
。
引
用
さ
れ
た
漢
詩
・
和
歌
と
、

〈　

〉
内
に
、
誰
と
誰
の
や
り
と
り
か
を
示
す
。

・�「
二
月
つ
ご
も
り
ご
ろ
に
、
風
い
た
う
吹
き
て
」〈
藤
原
公
任
と
清
少
納

言
〉三

時
雲
冷
カ
ニ
シ
テ
多
ク
雪
ヲ
飛
バ
シ
、
二
月
山
寒
ウ
シ
テ
少
シ
ク
春

有
リ
（
白
氏
文
集
十
四
・「
南
秦
雪
」）

・「
村
上
の
先
帝
の
御
時
に
」〈
兵ひ
や

衛う
ゑ

の
蔵
人
と
村
上
天
皇
〉

�

琴
詩
酒
ノ
伴と
も

皆
我
ヲ
抛
ツ
、
雪
月
花
ノ
時
ニ
最
モ
君
ヲ
憶
フ
（
白
氏
文

集
二
十
五
・「
殷
協
律
に
寄
す
」）

・「
宮
に
は
じ
め
て
ま
ゐ
り
た
る
こ
ろ
」〈
藤
原
伊
周
と
定
子
〉

�

山
里
は
雪
降
り
積
み
て
道
も
な
し
今
日
来
む
人
を
あ
は
れ
と
は
見
む

（
拾
遺
・
冬
・
平
兼
盛
）

・�「
雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を
、
例
な
ら
ず
御
格
子
ま
ゐ
り
て
」〈
定
子
と

清
少
納
言
〉

�

遺
愛
寺
ノ
鐘
ハ
枕
ヲ
欹そ

ば
だテ

テ
聴
キ
、
香
炉
峰
ノ
雪
ハ
簾
ヲ
撥か

か

ゲ
テ
看
ル

（
白
氏
文
集
十
六
・「
香
炉
峰
下
に
新
た
に
山
居
を
卜
し
て
草
堂
初
め
て

成
り
、
偶

た
ま
た
ま

東
の
壁
に
題
す
る
五
首
」
の
う
ち
の
第
四
首
）

　
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
多
く
採
ら
れ
る
、『
白
氏
文
集
』
の
人
気
が
高
い
。
平

安
時
代
の
日
本
は
、
政
治
的
に
も
文
化
的
に
も
、
中
国
（
唐
・
宋
）
を
お
手

本
と
し
て
お
り
、『
白
氏
文
集
』
の
引
用
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
時
代
の
息

吹
が
伝
わ
っ
て
来
る
。
欧
米
に
ば
か
り
目
が
向
い
て
い
る
現
代
の
高
校
生
に
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は
理
解
し
に
く
い
感
覚
な
の
で
、
注
意
を
促
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
や
り
と
り
は
、
当
然
、
双
方
が
引
用
さ
れ
た
漢

詩
や
和
歌
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
。『
古
今
和
歌
集
』
の
歌

の
す
べ
て
を
暗
記
し
て
い
た
宣
耀
殿
女
御
（
村
上
天
皇
の
女
御
。
藤
原
芳

子
）
の
例
は
特
別
と
し
て
も
、
平
安
貴
族
た
ち
の
日
常
生
活
に
、
和
歌
や
漢

詩
は
こ
の
よ
う
な
形
で
深
く
入
り
込
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
各
場
面
の
雪
は
、
ど
の
よ
う
に
降
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

傍
線
部
Ａ
の
時
の
み
が
、
ち
ら
ち
ら
と
舞
い
散
る
程
度
、
他
は
、
平
安
京
に

し
て
は
大
雪
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
Ａ
の
雪
は
二
月
、
そ
れ
も
つ
ご
も

り
に
降
っ
て
い
て
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
景
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
春

の
予
感
に
人
々
の
心
は
自
然
と
浮
き
立
ち
、
風
流
を
も
っ
て
そ
の
名
を
知
ら

れ
た
公
任
が
、
高
い
教
養
を
誇
る
定
子
中
宮
サ
ロ
ン
の
女
房
た
ち
と
そ
の
よ

う
な
雰
囲
気
を
共
有
す
べ
く
、
歌
の
下
句
を
詠
み
か
け
る
気
に
な
っ
た
の
も

う
な
ず
け
よ
う
。
清
少
納
言
は
、
サ
ロ
ン
を
代
表
し
て
、
公
任
の
気
持
ち
に

よ
く
応
え
、
雪
を
花
に
見
立
て
た
上
句
を
つ
け
て
い
る
。
二
人
の
や
り
と

り
は
、『
白
氏
文
集
』
の
漢
詩
を
ふ
ま
え
る
だ
け
で
な
く
、
和
歌
の
伝
統
も
、

し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で
い
る
と
言
え
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
傍
線
部
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
雪
は
、
時
季
は
不
明
な
が
ら
、
い

ず
れ
も
降
り
積
も
る
雪
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
人
々
の
行
動
は
著
し

く
制
限
さ
れ
る
。「
雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を
、
例
な
ら
ず
御
格
子
ま
ゐ

り
て
」
の
よ
う
に
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
者
同
士
、
話
が
は
ず
む
こ
と
も

あ
る
だ
ろ
う
し
、
困
難
を
も
の
と
も
せ
ず
訪
ね
て
行
け
ば
、「
宮
に
は
じ
め

て
ま
ゐ
り
た
る
こ
ろ
」
の
よ
う
に
、
相
手
に
対
す
る
自
分
の
誠
意
を
強
調
す

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。「
古
典
」
教
科
書
の
多
く
が
採
録
す
る
、『
伊

勢
物
語
』「
小
野
」（
第
八
三
段
）
は
、
出
家
し
た
惟
喬
親
王
を
小
野
（
大
原

の
あ
た
り
）
へ
訪
ね
る
男
の
話
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
正
月
に
、
そ
れ
も
深
い

雪
を
か
き
わ
け
て
会
い
に
行
っ
た
こ
と
で
、
親
王
と
男
と
の
親
密
な
交
流
・

男
の
誠
意
が
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
。『
枕
草
子
』
の
こ
の
二
つ
の
場
面
は
、

定
子
中
宮
サ
ロ
ン
の
風
流
な
雰
囲
気
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時

に
、
平
安
貴
族
た
ち
の
雪
の
中
で
の
生
活
の
一
齣
を
映
し
出
す
も
の
と
な
っ

て
い
よ
う
。

　

三
田
村
雅
子
氏
は
、『
枕
草
子
』
の
雪
に
つ
い
て
、「
美
的
な
も
の
と
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
不
純
な
も
の
を
覆
い
つ
く
し
、
非
日
常
の
世
界
を
現
出
さ
せ

る
化
粧
の
よ
う
に
描
き
出
さ
れ
る
」注注
注

と
言
う
。
確
か
に
、『
枕
草
子
』
が
描

く
雪
は
、
美
し
く
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
中
宮
定
子

は
、
長
徳
元
（
九
九
五
）
年
四
月
十
日
に
父
道
隆
が
死
ぬ
と
、
権
力
を
手
中

に
し
た
叔
父
道
長
に
よ
っ
て
、
次
第
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
行
く
注注
注
。
清
少
納
言

の
初
宮
仕
え
は
、
正
暦
四
（
九
九
三
）
年
の
初
春
ま
た
は
初
冬
と
考
え
ら
れ

て
い
る注注注
の
で
、「
宮
に
は
じ
め
て
ま
ゐ
り
た
る
こ
ろ
」・「
雪
の
い
と
高
う
降

り
た
る
を
、
例
な
ら
ず
御
格
子
ま
ゐ
り
て
」注注
注

が
、
一
条
天
皇
の
後
宮
で
定
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子
が
輝
い
て
い
た
頃
な
の
に
対
し
、「
二
月
つ
ご
も
り
ご
ろ
に
、
風
い
た
う

吹
き
て
」
は
、
長
保
元
（
九
九
九
）
年
か
長
保
二
（
一
〇
〇
〇
）
年注注注
。
定
子

は
、
長
保
二
年
十
二
月
十
六
日
、
御
産
の
た
め
に
死
去
す
る
の
で
、
不
遇
な

最
晩
年
の
出
来
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
暗
い
雰
囲
気
は
こ
こ
で

も
全
く
感
じ
取
れ
な
い
。
政
争
の
影
響
な
ど
な
い
か
の
よ
う
に
、
帝
と
中
宮

は
中
略
部
分
で
仲
睦
ま
じ
く
共
寝
し
（「
上
の
お
は
し
ま
し
て
、
御
と
の
ご

も
り
た
り
」
二
〇
九
頁
一
二
行
～
一
三
行
）、
以
前
と
何
ら
変
わ
ら
ぬ
生
活

が
描
き
出
さ
れ
て
行
く
。
不
遇
な
時
代
で
あ
っ
て
も
、
い
や
不
遇
な
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
清
少
納
言
は
雪
の
持
つ
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
助
け
を
か
り
て
、

苦
悩
に
満
ち
た
日
常
の
中
に
、
美
し
い
非
日
常
の
世
界
を
定
位
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
、
源
氏
物
語

　

最
後
に
、『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
考
え
る
。『
源
氏
物
語
』
が
『
枕
草

子
』
と
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、「
虚
構
の
物
語
」
と
い
う
点
で
あ
る
。『
枕

草
子
』
の
日
記
的
章
段
で
は
、
現
実
に
雪
が
降
ら
な
い
限
り
、
雪
の
場
面
を

設
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、『
源
氏
物
語
』
の
方
は
、
物
語
世
界
の
動
向
や

登
場
人
物
の
心
情
に
あ
わ
せ
て
、
雪
を
い
く
ら
で
も
降
ら
す
こ
と
が
出
来
、

そ
の
上
、
降
ら
せ
方
か
ら
積
り
方
ま
で
、
自
由
自
在
に
調
整
が
可
能
な
の
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
人
事
と
自
然
が
一
体
化
す
る
景
情
一
致
の
原
則
に
よ
り
、

登
場
人
物
が
重
苦
し
い
気
持
ち
を
抱
い
て
い
る
時
は
、
雪
も
暗
い
イ
メ
ー
ジ

を
醸
し
出
す
の
に
対
し
、
明
る
い
気
持
ち
の
時
は
、
雪
の
イ
メ
ー
ジ
も
明
る

く
描
き
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
『
源
氏
物
語
』
の
雪
の
用
例
は
、
引
詩
・
引
歌
・
比
喩
な
ど
を
除
き
、
降

雪
・
積
雪
が
確
認
出
来
る
場
合
に
限
る
と
、
九
二
例
注注
注 

を
数
え
る
。
教
材
の

採
録
箇
所
以
外
で
は
、
有
名
な
場
面
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら

れ
る
。

ア　

源
氏
が
末
摘
花
の
醜
い
姿
を
見
て
驚
く
。（
末
摘
花
巻
・
冬
）

イ�　

�

女
童
た
ち
の
雪
ま
ろ
ば
し
を
見
な
が
ら
、
源
氏
が
紫
の
上
に
恋
愛
関
係

に
あ
る
（
あ
っ
た
）
女
た
ち
の
こ
と
を
語
る
。（
朝
顔
巻
・
十
二
月
）

ウ　

�

冷
泉
帝
の
大
原
野
御
幸
。（
行
幸
巻
・
十
二
月
）

エ　

�

新
妻
玉
鬘
の
も
と
へ
行
こ
う
と
す
る
夫
髭
黒
に
、
北
の
方
が
火
取
の
灰

を
浴
び
せ
る
。（
真
木
柱
巻
・
冬
）

オ　

�

女
三
の
宮
と
の
新
婚
三
日
目
、
紫
の
上
を
夢
に
見
た
源
氏
が
、
慌
て
て

彼
女
の
も
と
へ
帰
る
。（
若
菜
上
巻
・
二
月
中
旬
）

カ　
�

八
の
宮
の
死
後
、
宇
治
で
、
大
君
・
中
の
君
が
寂
し
い
日
々
を
過
ご
し

て
い
る
。
訪
ね
て
来
た
薫
と
和
歌
の
贈
答
。（
椎
本
巻
・
十
二
月
・
宇

治
）

キ　

�

大
君
死
去
。（
総
角
・
十
一
月
中
旬
・
宇
治
）
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ク　
�

小
野
の
浮
舟
が
、
新
年
、
昔
を
思
い
手
習
い
に
歌
を
詠
む
。（
手
習
・

一
月
初
め
・
小
野
）

　

明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
雪
は
ウ
だ
け
で
、
他
は
暗
く
寂
し
い
イ
メ
ー
ジ
ば
か

り
で
あ
る
。
特
に
イ
・
エ
・
オ
は
、『
源
氏
物
語
』
の
男
と
女
の
三
大
修
羅

場
と
言
っ
て
も
よ
く
、
思
う
に
ま
か
せ
な
い
夫
婦
関
係
に
悩
み
傷
つ
き
悶
え

苦
し
む
女
の
心
情
を
、
雪
が
映
し
出
し
て
い
る
。
小
山
利
彦
氏
は
、『
源
氏

物
語
』
の
雪
の
場
面
か
ら
受
け
る
顕
著
な
心
象
と
し
て
、「
暗
さ
、
侘
し
さ
、

辛
さ
、
悲
し
さ
、
厳
し
さ
と
い
っ
た
も
の
」注注
注

を
あ
げ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
雪

は
、『
枕
草
子
』
の
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
そ
れ
と
は
、
明
ら
か
に
異
質
な
も

の
と
言
え
る
。
平
安
文
学
の
双
璧
と
さ
れ
る
二
つ
の
文
学
作
品
の
雪
の
イ

メ
ー
ジ
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
大
き
く
異
な
る
点
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

　

な
お
、『
源
氏
物
語
』
の
雪
の
イ
メ
ー
ジ
が
暗
い
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

紫
式
部
の
越
前
（
現
在
の
福
井
県
武
生
）
滞
在
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
注注
注
。
紫
式
部
は
、
長
徳
二
（
九
九
六
）
年
の
夏
、
越
前
守
と
な
っ
た
父
藤
原

為
時
と
共
に
下
向
し
、
一
年
あ
ま
り
を
そ
の
地
で
過
ご
し
た
後
、
長
徳
三

（
九
九
七
）
年
の
冬
、
帰
京
し
た
。
越
前
は
、
豪
雪
地
帯
と
し
て
名
高
く
、

『
紫
式
部
集
』
に
は
、
彼
女
が
滞
在
中
に
詠
ん
だ
雪
の
歌
が
見
え
る
。

　
　

�

降
り
積
み
て
、
い
と
む
つ
か
し
き
雪
を
掻
き
捨
て
て
、
山
の
や
う

に
し
な
し
た
る
に
、
人
々
登
り
て
「
な
ほ
、
こ
れ
出
で
て
見
た
ま

へ
」
と
い
へ
ば

ふ
る
さ
と
に　

か
へ
る
の
山
の　

そ
れ
な
ら
ば　

心
や
ゆ
く
と　

ゆ
き

も
見
て
ま
し�

（
二
七
番
・
一
二
四
頁
一
〇
行
～
一
二
五
頁
三
行
）

　
「
い
と
む
つ
か
し
き
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
雪
を
忌
み
嫌
う
強
い
気
持
ち

が
表
れ
て
い
る
。
都
育
ち
で
帰
京
を
ひ
た
す
ら
心
待
ち
に
す
る
紫
式
部
に

と
っ
て
、
す
べ
て
を
埋
め
尽
く
す
越
前
の
深
い
雪
は
、
う
ん
ざ
り
す
る
以
外

の
何
物
で
も
な
か
っ
た
ろ
う
。
小
林
一
茶
の
句
に
窺
え
る
よ
う
に
、
豪
雪
地

帯
に
住
む
者
の
雪
へ
の
思
い
は
複
雑
で
あ
る
。
何
度
も
越
冬
を
経
験
す
れ

ば
、
春
の
訪
れ
を
喜
ぶ
心
境
に
な
れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
た
っ
た
ひ
と
冬

の
滞
在
で
は
、
雪
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
し
か
生
ま
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

　

教
科
書
⑭
が
採
録
す
る
、『
新
古
今
和
歌
集
』
の
紫
式
部
の
歌
も
ま
た
、

雪
の
イ
メ
ー
ジ
は
随
分
と
暗
い
。
こ
の
歌
は
、『
紫
式
部
集
』
に
も
収
め
ら

れ
、
初
雪
が
降
っ
た
折
、
同
僚
の
女
房
ら
し
き
人
か
ら
歌
を
贈
ら
れ
た
の
に

対
す
る
返
歌
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
雪
を
心
待
ち
に
す
る
平
安
貴
族

た
ち
に
と
っ
て
、
初
雪
は
特
別
な
意
味
を
持
つ
。
相
手
は
、
め
で
た
い
初
雪

に
こ
と
よ
せ
て
親
愛
の
情
を
示
し
て
来
た
の
だ
か
ら
、
雪
を
め
で
、『
枕
草

子
』
の
よ
う
な
風
流
な
や
り
と
り
が
交
わ
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
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し
か
し
、
紫
式
部
は
、
生
き
づ
ら
さ
を
嘆
く
ば
か
り
。
美
し
い
初
雪
も
、
暗

く
沈
ん
だ
気
持
ち
を
和
ま
せ
る
こ
と
は
な
く
、
苦
悩
の
多
い
現
実
世
界
に
出

現
し
た
別
世
界
と
し
て
し
か
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
な
い
。
越
前
で
の
体
験

が
影
響
し
て
か
、
紫
式
部
は
、
一
般
的
な
平
安
貴
族
た
ち
と
は
異
な
り
、
雪

に
対
し
て
あ
ま
り
好
印
象
を
抱
か
ず
、
圧
倒
的
に
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
こ

と
の
方
が
多
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

さ
て
、『
源
氏
物
語
』
か
ら
は
、
二
つ
の
雪
の
場
面
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

多
く
の
教
科
書
が
、
先
に
あ
げ
た
オ
の
直
前
、
紫
の
上
が
夫
光
源
氏
を
新
妻

女
三
の
宮
の
も
と
へ
と
送
り
出
し
て
も
の
思
い
に
ふ
け
る
場
面
を
取
り
上
げ

る
が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
こ
に
は
雪
の
記
述
が
な
い
。
翌
朝
、
積
雪
が
描
き

出
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
紫
の
上
が
寝
付
か
れ
ず
に
苦
し
ん
だ
夜
中
に
こ
そ
、

雪
は
降
っ
て
い
た
は
ず
な
の
だ
が
…
…
。
次
の
明
石
の
君
と
娘
明
石
の
姫
君

と
の
別
れ
の
場
面
は
、
七
つ
の
教
科
書
が
載
せ
て
い
る
。

・「�

雪
の
日
、
明
石
の
君
、
乳
母
と
和
歌
を
唱
和
す
る
」「
明
石
の
姫
君
を
二

条
院
に
迎
え
る　

袴
着
の
こ
と
」

Ⅰ
雪
、
霰
が
ち
に
、
心
細
さ
ま
さ
り
て
、
あ
や
し
く
さ
ま
ざ
ま
に
も
の

思
ふ
べ
か
り
け
る
身
か
な
、
と
う
ち
嘆
き
て
、
常
よ
り
も
こ
の
君
を
撫

で
つ
く
ろ
ひ
つ
つ
見
ゐ
た
り
。
Ⅱ
雪
か
き
く
ら
し
降
り
つ
も
る
朝
、
来

し
方
行
く
末
の
こ
と
残
ら
ず
思
ひ
つ
づ
け
て
、（
中
略
）
落
つ
る
涙
を

か
き
払
ひ
て
、「
か
や
う
な
ら
む
日
、
ま
し
て
い
か
に
お
ぼ
つ
か
な
か

ら
む
」
と
ら
う
た
げ
に
う
ち
嘆
き
て
、

　
　

�

Ⅲ
雪
ふ
か
み
み
山
の
道
は
晴
れ
ず
と
も
な
ほ
ふ
み
か
よ
へ
あ
と
絶

え
ず
し
て

と
の
た
ま
へ
ば
、
乳め
の
と母
う
ち
泣
き
て
、

　
　

�

雪
間
な
き
吉
野
の
山
を
た
づ
ね
て
も
心
の
か
よ
ふ
あ
と
絶
え
め
や

は

と
言
ひ
慰
む
。
Ⅳ
こ
の
雪
す
こ
し
と
け
て
渡
り
た
ま
へ
り
。
例
は
待
ち

き
こ
ゆ
る
に
、
さ
な
ら
む
と
お
ぼ
ゆ
る
こ
と
に
よ
り
、
胸
う
ち
つ
ぶ
れ

て
人
や
り
な
ら
ず
お
ぼ
ゆ
。

�

（
薄
雲
巻
・
②
四
三
二
頁
一
行
～
四
三
三
頁
三
行
）

　

こ
の
時
、
明
石
の
君
は
大
堰
に
い
る
。
大
堰
を
は
じ
め
と
し
て
、
宇
治
や

小
野
な
ど
の
郊
外
は
、
平
安
京
よ
り
も
雪
が
深
い
。
傍
線
部
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
か

ら
は
、
烈
し
く
雪
が
降
り
、
そ
し
て
積
も
る
様
子
が
窺
え
、
身
分
が
低
い
ば

か
り
に
、
か
わ
い
い
盛
り
の
娘
を
手
放
さ
ね
ば
な
ら
な
い
母
の
苦
悩
と
結
び

付
く注注注
。
雪
が
積
も
る
に
従
い
、
明
石
の
君
の
悲
し
み
や
苦
し
み
も
ま
た
、
増

し
て
行
く
の
で
あ
る
。
明
石
の
君
と
乳
母
と
の
贈
答
歌
で
は
、
雪
が
人
の
往

来
を
遮
断
す
る
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
雪
に
閉
ざ
さ
れ
隔
絶
し
た
大
堰

の
邸
で
、
明
石
の
君
は
た
だ
一
人
、
も
の
思
い
を
抱
え
続
け
る
こ
と
に
な
る
。



−69−

　

傍
線
部
Ⅳ
で
は
、
雪
が
少
し
だ
け
解
け
、
光
源
氏
が
や
っ
て
来
る
。
も

し
、
雪
が
烈
し
く
降
り
続
く
中
で
の
訪
問
で
あ
っ
た
な
ら
、
そ
こ
に
夫
の
愛

情
や
思
い
や
り
を
感
じ
取
り
、
女
の
心
も
、
少
し
は
慰
め
ら
れ
た
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
不
安
を
抱
え
つ
つ
も
安
定
し
て
し
ま
っ
た
男
と
女
の
間

に
、
も
は
や
そ
の
よ
う
な
情
熱
的
な
出
来
事
は
起
こ
り
得
な
い
。
雪
解
け
と

光
源
氏
の
来
訪
は
、
愛
し
い
娘
明
石
の
姫
君
と
の
別
離
を
意
味
す
る
。
結

局
、
明
石
の
君
に
と
っ
て
、
雪
は
何
ひ
と
つ
よ
い
方
向
に
働
く
こ
と
は
な

く
、
こ
の
場
面
は
、『
源
氏
物
語
』
特
有
の
、
暗
い
雪
の
イ
メ
ー
ジ
を
余
す

所
な
く
描
き
出
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
浮
舟
巻
か
ら
で
あ
る
。
浮
舟
と
契
っ
た
匂
兵
部

卿
宮
は
、
帰
京
後
、
彼
女
を
偲
ぶ
薫
の
姿
を
目
撃
し
た
こ
と
で
、
再
度
の
宇

治
行
き
を
決
行
す
る
。

・「
匂
宮
再
び
浮
舟
に
忍
び
、
対
岸
の
家
に
こ
も
る
」

か
の
人
の
御
気け

色し
き

に
も
、
い
と
ど
驚
か
れ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
あ
さ
ま
し

う
た
ば
か
り
て
お
は
し
ま
し
た
り
。
Ⅴ
京
に
は
、
友
待
つ
ば
か
り
消
え

残
り
た
る
雪
、
山
深
く
入
る
ま
ま
に
や
や
降
り
埋う
ず

み
た
り
。
常
よ
り
も

わ
り
な
き
稀ま
れ

の
細
道
を
分
け
た
ま
ふ
ほ
ど
、
御
供
の
人
も
泣
き
ぬ
ば
か

り
恐
ろ
し
う
わ
づ
ら
は
し
き
こ
と
を
さ
へ
思
ふ
。（
中
略
）
Ⅵ
か
し
こ

に
は
、
お
は
せ
む
と
あ
り
つ
れ
ど
、
か
か
る
雪
に
は
、
と
う
ち
と
け
た

る
に
、
夜
更
け
て
右
近
に
消
息
し
た
り
。
あ
さ
ま
し
う
、
あ
は
れ
と
君

も
思
へ
り
。
右
近
は
、
い
か
に
な
り
は
て
た
ま
ふ
べ
き
御
あ
り
さ
ま

に
か
と
か
つ
は
苦
し
け
れ
ど
、
今
宵
は
つ
つ
ま
し
さ
も
忘
れ
ぬ
べ
し
、

（
中
略
）、
い
と
は
か
な
げ
な
る
も
の
と
、
明
け
暮
れ
見
出
だ
す
小
さ
き

舟
に
乗
り
た
ま
ひ
て
、
さ
し
渡
り
た
ま
ふ
ほ
ど
、
遥
か
な
ら
む
岸
に
し

も
漕
ぎ
離
れ
た
ら
む
や
う
に
心
細
く
お
ぼ
え
て
、
つ
と
つ
き
て
抱
か
れ

た
る
も
い
と
ら
う
た
し
と
思
す
。
有
明
の
月
澄
み
の
ぼ
り
て
、
水
の
面

も
曇
り
な
き
に
、「
こ
れ
な
む
橘
の
小
島
」
と
申
し
て
、
御
舟
し
ば
し

さ
し
と
ど
め
た
る
を
見
た
ま
へ
ば
、
大
き
や
か
な
る
岩
の
さ
ま
し
て
、

さ
れ
た
る
常
盤
木
の
影
し
げ
れ
り
。「
か
れ
見
た
ま
へ
。
い
と
は
か
な

け
れ
ど
、
千
年
も
経
べ
き
緑
の
深
さ
を
」
と
の
た
ま
ひ
て
、

　
　

年
経
と
も
か
は
ら
む
も
の
か
橘
の
小
島
の
さ
き
に
契
る
心
は

女
も
、
め
づ
ら
し
か
ら
む
道
の
や
う
に
お
ぼ
え
て
、

　
　

��

橘
の
小
島
の
色
は
か
は
ら
じ
を
こ
の
う
き
舟
ぞ
ゆ
く
へ
知
ら
れ
ぬ

を
り
か
ら
、
人
の
さ
ま
に
、
を
か
し
く
の
み
、
何
ご
と
も
思
し
な
す
。

（
中
略
）、
Ⅶ
垣
の
も
と
に
雪
む
ら
消
え
つ
つ
、
今
も
か
き
曇
り
て
降

る
。�

（
浮
舟
巻
・
⑥
一
四
八
頁
一
二
行
～
一
五
一
頁
一
五
行
）

　

薄
雲
巻
の
大
堰
同
様
、
宇
治
と
い
う
、
平
安
京
以
外
の
場
所
が
舞
台
で
あ

る
。
傍
線
部
Ⅴ
で
は
、
宇
治
へ
近
づ
く
に
従
い
、
降
雪
・
積
雪
が
次
第
に
多
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く
な
り
、
雪
を
も
の
と
も
せ
ず
出
掛
け
て
行
く
匂
兵
部
卿
宮
の
情
熱
が
示
さ

れ
て
い
る
。
激
し
い
雪
の
中
、
予
想
に
反
し
て
や
っ
て
来
た
男
の
行
動
は
侍

女
右
近
を
感
動
さ
せ
、
浮
舟
自
身
も
「
あ
さ
ま
し
う
、
あ
は
れ
」
と
思
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
（
傍
線
部
Ⅵ
）。
雪
が
恋
す
る
男
女
の
結
び
つ
き
を
強
め

る
、『
源
氏
物
語
』
で
は
め
ず
ら
し
い
場
面
だ
ろ
う
。

　

や
が
て
、
匂
兵
部
卿
宮
と
浮
舟
の
二
人
は
、
対
岸
の
隠
れ
家
で
過
ご
す
た

め
、
宇
治
川
を
渡
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
有
明
の
月
が
出
て
い
る
の

で
雪
は
降
っ
て
い
な
い注注注
も
の
の
、
積
雪
は
残
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。「
こ

の
う
き
舟
ぞ
ゆ
く
へ
知
ら
れ
ぬ
」
と
い
う
浮
舟
の
和
歌
の
下
句
は
、
彼
女
を

待
ち
受
け
る
不
吉
な
運
命
の
予
兆
と
さ
れ注注注
、
確
か
に
、
こ
の
後
の
展
開
を

知
っ
た
上
で
読
み
返
す
と
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
が
成
り
立
ち
、
雪
も
暗
い
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
こ
の
場
に
限
っ
て
み

れ
ば
、
全
く
別
の
イ
メ
ー
ジ
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
浮

舟
は
、
不
安
を
抱
え
て
は
い
る
が
、
匂
兵
部
卿
宮
と
の
恋
に
酔
い
し
れ
て

い
る
。
こ
の
逃
避
行
は
、『
源
氏
物
語
』
中
、
最
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
エ
ロ

チ
ッ
ク
な
恋
の
場
面
で
あ
り
、
宇
治
に
降
り
積
も
る
雪
（
傍
線
部
Ⅶ
）
は
、

京
や
世
間
の
存
在
を
覆
い
隠
し
、
人
目
を
避
け
る
恋
人
た
ち
の
逢
瀬
を
優
し

く
包
み
込
む
。『
源
氏
物
語
』
の
景
情
一
致
の
原
則
で
は
、
烈
し
く
降
る
雪

や
深
い
積
雪
は
、
登
場
人
物
の
暗
い
心
情
を
あ
ら
わ
す
は
ず
だ
が
、
匂
兵
部

卿
宮
と
浮
舟
の
恋
情
は
、
背
景
の
雪
の
烈
し
さ
と
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
燃

え
上
が
り
、
雪
の
イ
メ
ー
ジ
も
ま
た
、
明
る
さ
を
増
し
て
行
く
と
言
え
る
。

む
す
び
に

　
『
古
今
和
歌
集
』（
和
歌
）・『
枕
草
子
』（
随
筆
）・『
源
氏
物
語
』（
物
語
）
と

い
う
、
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
三
つ
の
文
学
作
品
の
雪
に
つ
い
て
見
て

来
た
。
教
科
「
古
典
」
の
教
材
に
限
り
、「
雪
」
と
い
う
非
常
に
狭
い
視
点

か
ら
の
考
察
で
は
あ
っ
た
が
、
小
か
ら
大
へ
、
巨
大
な
平
安
文
学
の
一
端

を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
雪
の
描
き
方
一
つ
を

と
っ
て
み
て
も
、
多
く
の
共
通
点
と
相
違
点
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

　

最
近
、
国
語
教
育
で
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と
「
伝
統
」
が
重
要
視
さ
れ

て
い
る注注注。「
古
典
」
が
主
に
担
う
の
は
「
伝
統
」
の
方
だ
ろ
う
が
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
」
と
し
て
は
、
中
国
文
化
と
の
関
係
が
注
目
に
価
す
る
。『
枕
草
子
』

の
漢
詩
引
用
を
出
発
点
に
問
題
を
拡
げ
て
行
き
、
中
国
文
学
か
ら
平
安
文

学
が
受
け
た
影
響
を
考
え
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
伝
統
」
と
は
、

今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
に
あ
る
こ
と
で
は
な
い
。
何
が
変
化
し
、
何
が
変
化
せ

ず
に
受
け
継
が
れ
た
の
か
。
同
じ
平
安
文
学
に
分
類
さ
れ
る
三
つ
の
作
品
の
、

そ
れ
も
雪
の
描
き
方
と
い
う
小
さ
な
点
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
様
々
な
違

い
が
見
て
取
れ
た
。
平
安
時
代
共
通
の
感
覚
を
基
盤
に
据
え
な
が
ら
も
、
多

様
な
個
性
が
光
り
を
放
ち
な
が
ら
変
化
を
重
ね
て
行
く
こ
と
で
、
新
し
い
作

品
は
生
み
出
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。「
学
習
指
導
要
領
」
は
、
教
科
「
古
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典
」
に
お
い
て
指
導
す
る
事
項
の
一
つ
に
、「
文
章
や
作
品
に
表
れ
た
人
間
、

社
会
、
自
然
な
ど
に
対
す
る
思
想
や
感
情
を
読
み
取
り
、
も
の
の
見
方
、
感

じ
方
、
考
え
方
を
豊
か
に
す
る
こ
と
」注注
注

を
挙
げ
て
い
る
。
作
品
独
自
の
世
界

を
丁
寧
に
読
み
解
く
授
業
が
、「
古
典
」
の
学
習
目
標
の
達
成
に
は
不
可
欠

な
事
実
を
最
後
に
強
調
し
て
、
本
稿
を
終
え
る
こ
と
に
す
る
。

　

注
注
１	

拙
稿
「「
処
女
塚
」
の
話
型
へ
の
理
解
を
深
め
さ
せ
る
古
典
の
学
習
指
導
」（「
東

京
女
子
大
学
日
本
文
学
」
第
一
〇
四
号　

二
〇
〇
八
年
三
月
）。

注
２	

教
科
書
の
番
号
は
、
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
教
科
書
目
録
」
の
順
番

に
従
っ
た
。

	
http://w

w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/shotou/kyoukasho/m
okuroku.htm

注
３	

以
下
表
記
は
、『
玉
葉
和
歌
集
』
と
『
新
葉
和
歌
集
』
に
つ
い
て
は
『
新
編
国
歌

大
観
』（
角
川
書
店　

一
九
八
三
年
二
月
）、『
紫
式
部
集
』
に
つ
い
て
は
『
新
潮

日
本
古
典
集
成
』（
新
潮
社
）、
そ
れ
以
外
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小

学
館
）
の
各
作
品
に
よ
る
。
ま
た
、
見
出
し
に
つ
い
て
は
、
同
じ
場
面
で
あ
っ

て
も
教
科
書
間
で
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』

で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
統
一
し
た
。

注
４	

高
橋
和
夫
『
日
本
文
学
と
気
象
』（
中
公
新
書　

一
九
七
八
年
八
月
）。

　
　
　

高
橋
氏
は
、「
温
暖
化
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
明
治
以
前
で
は
、
雪
は
も
っ
と
降

り
、
そ
し
て
積
も
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
う
い
う
市
街
地
環
境
の
人
工
的
変
化

を
頭
に
し
ま
っ
て
、
京
の
雪
を
眺
め
る
時
、
古
典
の
雪
は
幻
想
の
現
実
と
な
る
。

街
中
よ
り
も
北
寄
り
の
あ
た
り
の
雪
景
色
が
そ
の
か
み
の
都
の
雪
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。

注
５	
http://w

w
w
.data.jm

a.go.jp/obd/stats/etrn/index.php

　
　
　

な
お
、
京
都
地
方
気
象
台
は
、
京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
笠
殿
町
に
あ
り
、
か
つ

て
の
平
安
京
内
に
位
置
し
て
い
る
。

注
６	

石
井
和
子
『
平
安
の
気
象
予
報
士　

紫
式
部
』（
講
談
社
＋
α
新
書　

二
〇
〇
二

年
十
一
月
）。

注
７	

山
本
信
吉
「
御
堂
関
白
記
と
小
右
記
」（「
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
」　

至
文
堂　

一
九
七
二
年
四
月
）、
前
田
惟
義
「「
御
堂
関
白
記
」
に
お
け
る
天
象
の
記
述
に

つ
い
て
」（「
平
安
文
学
研
究
」　

一
九
七
八
年
十
一
月
）
な
ど
。
前
田
氏
は
、
道

長
の
「
天
候
に
対
す
る
敏
感
さ
」
に
つ
い
て
、「
敏
感
な
神
経
と
か
凝
り
性
と
か

い
っ
た
性
格
的
な
も
の
と
、
病
気
に
な
り
や
す
い
体
質
、
気
質
に
起
因
す
る
所

が
大
き
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
指
摘
す
る
。

注
８　

資
料
と
し
て
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
陽
明
文
庫
編
『
大
日
本
古
記
録　

御

堂
関
白
記　

上
・
中
・
下
』（
岩
波
書
店　

一
九
五
二
年
三
月
～
一
九
五
四
年
三

月
）
を
用
い
た
。

注
９　

自
筆
本
・
古
写
本
・
平
松
本
が
現
存
す
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
記
載
の
な

い
長
徳
四
（
九
九
八
）
年
後
半
・
寛
仁
四
（
一
〇
二
〇
）
年
前
半
・
治
安

元
（
一
〇
二
一
）
年
後
半
を
除
く
と
、
長
保
元
（
九
九
九
）
年
・
長
保
二

（
一
〇
〇
〇
）
年
の
前
半
・
寛
弘
元
（
一
〇
〇
四
）
年
～
長
和
二
（
一
〇
一
三
）

年
・
長
和
四
（
一
〇
一
五
）
年
～
寛
仁
三
（
一
〇
一
九
）
年
の
前
半
で
あ
る
。

注
10	
目
崎
徳
衛
「
王
朝
の
雪
」（『
数
寄
と
無
常
』　

吉
川
弘
文
館　

一
九
八
八
年
十
二

月
）。
目
崎
氏
は
、
冬
歌
に
占
め
る
雪
を
詠
っ
た
歌
の
比
率
が
、『
古
今
和
歌
集
』
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で
は
七
九
％
を
占
め
て
い
た
の
が
、「
後
撰
・
拾
遺
・
後
拾
遺
の
三
集
は
ほ
ぼ

四
〇
～
四
二
％
、
以
下
漸
減
し
て
『
新
古
今
和
歌
集
』
二
一
％
と
な
る
」
こ
と

を
指
摘
す
る
。

注
11	

我わ

が
園
に　

梅
の
花
散
る　

ひ
さ
か
た
の　

天あ
め

よ
り
雪
の　

流
れ
来く

る
か
も

（
大
伴
旅
人
・
巻
五
・
八
二
二
）

注
12	

ま
た
や
見
ん
交か
た
の野
の
み
野の

の
桜
さ
く
ら

狩が
り

花
の
雪
散
る
春
の
あ
け
ぼ
の
（
藤
原
俊
成
・

春
下
・
一
一
四
）

注
13	

鈴
木
宏
子
「〈
雪
と
花
の
見
立
て
〉
考
─
万
葉
集
か
ら
古
今
集
へ
─
」（「
国
語

と
国
文
学
」
一
九
八
七
年
九
月
）。〈
雪
と
花
の
見
立
て
〉
の
和
歌
が
、『
万
葉

集
』
か
ら
『
古
今
和
歌
集
』
へ
、
新
た
な
創
造
を
生
み
だ
し
な
が
ら
変
化
し
て

行
く
様
を
辿
っ
て
い
る
。

注
14	

三
田
村
雅
子
「
枕
草
子
「
雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を
、
例
な
ら
ず
、
御
格
子

参
り
て
」
段
を
教
材
と
し
て
読
む
」（『〈
新
し
い
作
品
論
〉
へ
、〈
新
し
い
教
材

論
〉
へ　

古
典
編
３
』　

右
文
書
院　

二
〇
〇
三
年
一
月
）。『
枕
草
子
』
は
、
降

雪
の
記
述
が
五
〇
例
を
越
え
、
平
安
時
代
の
作
品
の
中
で
も
群
を
抜
い
て
多
い

と
の
指
摘
が
あ
る
。

注
15	

藤
本
宗
利
「「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
を
活
か
す
た
め
に
」（『〈
新
し
い
作
品
論
〉
へ
、

〈
新
し
い
教
材
論
〉
へ　

古
典
編
３
』　

右
文
書
院　

二
〇
〇
三
年
一
月
）。
藤
本

氏
は
、「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
の
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
始
ま
り
部
分
で
冬
だ
け
が
、
伝

統
性
か
ら
逸
脱
せ
ず
、「
雪
の
早
朝
」
と
い
う
「
典
型
化
さ
れ
た
美
」
に
言
及
し

て
い
る
と
指
摘
す
る
。

注
16	

注
14
の
三
田
村
論
文
。

注
17	

長
徳
二
（
九
九
六
）
年
五
月
に
は
、
花
山
法
王
に
矢
を
射
か
け
た
伊
周
と
隆
家

が
配
流
さ
れ
、
定
子
は
出
家
し
て
い
る
。

注
18	

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
小
学
館　

一
九
九
七
年
十
一
月
）
解
説

（
四
九
一
頁
〜
四
九
二
頁
）。

注
19	

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
小
学
館　

一
九
九
七
年
十
一
月
）
頭
注

（
四
三
四
頁
）
は
、「
作
者
の
宮
仕
え
後
ま
も
な
い
正
暦
五
年
（
九
九
四
）
冬
の

こ
と
か
」
と
す
る
。

注
20	

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
小
学
館　

一
九
九
七
年
十
一
月
）
頭
注

（
二
〇
九
頁
）。

注
21	

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、『
Ｃ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ
角
川
古
典
大
観　

源
氏
物
語
』（
角
川
書

店　

一
九
九
九
年
十
月
）
と
『
源
氏
物
語
大
成
』（
中
央
公
論
社　

一
九
五
三
年

八
月
〜
十
一
月
）
と
を
併
用
し
た
。「
雪
」
以
外
で
は
、「
あ
は
雪
」・「
薄
雪
」・

「
雪
間
」・「
雪
ま
ろ
ば
し
」・「
雪
も
よ
に
」
を
含
め
、「
霙
」・「
霰
」
は
除
外
し
た
。

注
22	

小
山
利
彦
「
源
氏
物
語
に
み
る
雪
の
表
現
─
そ
の
心
象
と
方
法
な
ど
─
」（『
雪

と
文
学
』　

教
育
出
版
セ
ン
タ
ー　

一
九
七
九
年
十
二
月
）。『
源
氏
物
語
』
の
雪

が
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
は
、
他
に
も
多
く
の
論
文
が
指
摘
し
て
い
る
。

注
23	

注
22
の
小
山
論
文
な
ど
。

注
24	

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

源
氏
物
語
②
』（
小
学
館　

一
九
九
五
年
一
月
）
頭

注
（
四
三
二
頁
）
は
、「
灰
色
の
空
か
ら
間
断
な
く
降
り
続
く
雪
や
汀
の
氷
は
、

暗
澹
た
る
女
の
心
そ
の
も
の
を
表
象
。（
中
略
）『
源
氏
物
語
』
の
中
で
も
象
徴
的

表
現
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

注
25	
林
田
孝
和
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
「
月
光
」
の
設
定
─
朧
月
夜
尚
侍
を
焦
点

に
─
」（「
国
学
院
雑
誌
」
一
九
六
七
年
七
月
・
八
月
）。
林
田
氏
は
、
こ
の
場
面

で
不
自
然
に
有
明
の
月
が
出
て
い
る
理
由
を
、『
源
氏
物
語
』
で
は
男
女
の
契
り
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の
場
面
に
月
が
設
定
さ
れ
る
か
ら
と
考
え
て
い
る
。

注
26	
木
村
正
中
「
入
水
へ
の
道
─
浮
舟
論
（
２
）」（『
講
座　

源
氏
物
語
の
世
界　

第

九
集
』　

有
斐
閣　

一
九
八
四
年
十
月
）
な
ど
。

注
27	

石
原
千
秋
『
国
語
教
科
書
の
中
の
「
日
本
」』（
ち
く
ま
新
書　

二
〇
〇
九
年
十

月
）。

注
28	

�http://w
w
w
.m
ext.go.jp/b_m

enu/shuppan/sonota/990301.htm

�

（
ひ
ら
ば
や
し　

ゆ
う
こ　

本
学
助
教
）


